
平成21年2月号 広　報　か　み

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

冬
百
日
韮
生
千
石
人
五
千　
　
　
　
　

 
 

福
留
と
も
の
り

椎
茸
の
相
寄
る
傘
に
山
時
雨　
　
　
　
　

森
本　

純
喜

我
が
庭
に
コ
ス
モ
ス
散
り
て
菊
咲
け
り　

有
澤　

春
江

初
日
出
る
水
平
線
を
ふ
く
ら
ま
せ 

森
田　

菊
恵

南
天
に
取
り
囲
ま
れ
し
里
の
家　
　
　
　

山
﨑　

寿
美

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
ま

満
天
に
き
ら
め
く
星
は
わ
が
夫
か　
　
　

林
田　

幸
子

風
花
に
乱
世
重
ね
て
見
て
を
り
ぬ　
　
　

岡
本　

朴
舟

秋
遍
路
異
郷
者
同
士
和
む
宿　
　
　
　
　

高
野　

和
一

銀
杏
を
拾
う
老
婆
の
脊
に
西
陽 

北
村
千
鶴
子

 

こ
と 

だ
ま

言
霊
の
さ
さ
や
き
聞
こ
ゆ
冬
銀
河　
　
　

山
崎　

貴
子

門
扉
閉
づ
冬
満
月
を
正
面
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
頭　

野
草

干
し
柿
も
た
っ
ぷ
り
浴
び
る
冬
日
か
な　

三
谷　

誠
郎

春
障
子
我
子
は
里
に
定
住
す　
　
　
　
　

森
本　

幸
美

柿
の
実
の
二
つ
残
し
て
収
穫
日　
　
　
　

小
野
寺
朱
実

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は　

る

八
十
五
才
背
す
じ
の
ば
し
て
夫
の
初
春　

小
原　

る
り

七
草
や
あ
ふ
る
る
ほ
ど
の
恵
み
か
な　
　

小
原　

景
守

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ふ
ゆ 

そ
う 

び

一
輪
に
空
氣
和
ら
ぐ
冬
薔
薇　
　
　
　
　

佐
竹　

洋
子

押
入
の
出
し
入
れ
重
し
冬
隣　
　
　
　
　

鍵
山　

和
枝

年
迫
る
三
年
日
記
婆
も
買
ふ　
　
　
　
　

佐
藤　
　

幸

て
く
て
く
と
雨
の
室
戸
路
秋
遍
路　
　
　

利
根　

弘
子

袖
垣
に
音
無
く
つ
も
る
散
り
紅
葉　

   　
　

古
川　

信
子

枯
菊
を
労
ふ
こ
こ
ろ
持
ち
て
刈
る 　
　
　

小
松　

愛
子

つ
な
ぐ
手
の
母
の
温
り
薄
蒲
団　
　
　

中
澤　

美
晴

　
　
　
　
　
　

 

こ
う
べ

古
壷
に
頭
垂
れ
た
り
椿
の
実　
　
　
　

森
本　

倢
代

山
里
の
風
に
色
あ
り
干
大
根　
　
　
　

山
﨑　

鈴
子

 

と
う
れ
い

冬
麗
の
大
作
キ
ル
ト
に
佇
ち
尽
す　
　

吉
田　
　

芳

　　

◆
韮　
　

句　
　

会
◆

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  

く
わ
は
じ
め

引
き
合
は
ぬ
百
姓
と
思
ひ
つ
鍬
初　
　

吉
村　

幹
愛

                                                                 　

き
ざ

冬
木
の
芽
ほ
ん
の
り
紅
を
萌
し
け
り　

公
文　

春
紀

一
羽
だ
け
騒
ぐ
鴨
ゐ
て
群
乱
る　
　
　

岡
本
か
ほ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

け
や
き

落
葉
し
て
欅
身
軽
と
な
り
に
け
り 

　

高
橋　
　

章

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　

こ
だ
ま

焚
く
竹
の
爆
ず
る
谺
も
十
二
月　
　
　

北
村　

幸
子

ふ
ゆ  

き    

ね

冬
木
根
の
歩
幅
に
段
を
な
す
と
こ
ろ　

 

甲
藤　

卓
雄

寒
林
や
音
た
て
て
湧
く
寺
清
水　
　
　

野
崎　

典
子

                                            

く

流
れ
落
つ
水
音
昏
る
る
鴨
の
声　
　
　

北
村　

里
子

　
　
　
　
　
　
　

お

綿
虫
や
了
へ
し
試
験
に
子
の
笑
顔　
　

明
石　

英
子

歳
暮
返
し
千
切
干
を
取
り
敢
へ
ず　
　
　

竹
内　

ろ
草

　　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熟
柿
落
つ
惜
命
の
色
地
に
広
げ　
　
　
　

乾　

真
紀
子

老
い
て
な
ほ
心
に
張
り
を
冬
日
燦　
　

奥
宮
さ
と
み

落
葉
焚
く
遠
き
思
ひ
も
焚
き
に
け
り　

久
保　

貴
女

煤
払
ひ
百
年
を
越
す
戸
の
軋
み　
　
　
　

黒
岩　

幸
女

世
の
隅
に
生
き
て
師
走
の
神
だ
の
み　

黒
岩
千
英
子

打
ち
下
す
遂
の
一
鍬
日
短　

　

　

　

小
松
志
津
男

寄
る
歳
に
苅
田
売
る
こ
と
赦
さ
れ
よ　
　

小
松　

隆
之

大
根
干
す
曇
り
て
晴
れ
て
山
家
か
な　

小

松　

完

風
花
や
誰
も
居
ら
な
い
納
屋
の
音　

小
松　
　

昇

転
が
さ
れ
た
る
古
徳
利
年
詰
ま
る　
　
　

前
田　

欣
一

あ
れ
や
こ
れ
庭
繕
ろ
へ
ば
神
渡
し　

前
田　

秀
女

寒
晴
れ
や
寺
経
蔵
の
屋
根
の
反
り　

間
崎　

和
代

あ
を
あ
を
と
老
い
の
畑
に
十
二
月　
　

森
本　

之
子

小
春
日
の
広
縁
に
読
む
文
芸
欄　
　
　

山
崎
か
ず
み

深
落
葉
踏
み
て
た
つ
き
の
水
を
引
く 

　

山
中　

晶
子

こ
の
月
は
柚
子
の
月
だ
と
思
ひ
け
り　

山
中　

瑞
輝

一
斉
に
飛
び
立
つ
鳩
や
落
葉
舞
ふ　
　

杉
山　

春
萌

                                                               　
　

は
か
ど

小
春
日
や
庭
の
手
入
れ
の
捗
り
ぬ　
　
　
　

山
中　

明
石

　

 

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

落
葉
踏
む
庚
申
堂
の
夕
間
暮　
　
　

前
田　

小
夜

十
二
月
の
柱
に
か
ま
ど
神
の
札　
　
　

 

前
田
美
智
子

　
　
　
　
　
　

  　

ぜ
ろ

冬
う
ら
ら
０
系
ひ
か
り
の
ラ
ス
ト
・
ラ
ン 

　

安
丸　

槙
子

木
枯
し
を
聞
く
逆
さ
ま
の
化
粧
瓶　

　

橋
本　

昭
和

何
事
も
な
け
れ
ば
福
か
暦
果
つ　
　

 

明
石　

韮
生

開
戦
と
い
ふ
日
も
あ
り
し
十
二
月　
　

中
沢
と
し
み

あ
り
余
る
陽
を
い
っ
ぱ
い
に
実
南
天　
　

大
石　

邦
男

風
の
夜
は
風
に
流
さ
れ
梟
啼
く 

樫
谷　

雅
道

落
葉
掃
く
箒
の
先
の
風
遊
び　
　

 

田
村　

一
翠

柚
子
風
呂
に
身
を
沈
め
れ
ば
柚
子
踊
る   

西
川　

常
夫

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不
要
と
記
し

て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１　

香
美
市
土
佐
山
田
町
宝
町
１

－

２

－

１

　（ 6　）

第
３
回
新
春
書
初
め
大
会



（ 7　） 広　報　か　み 平成21年2月号

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

　

　

日
頃
皆
さ
ま
か
ら
ご
要
望
の

多
い
片
木
太
郎
さ
ん
の
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
生

前
、
高
知
市
民
図
書
館
に
寄
贈

さ
れ
た
木
版
画
78
点
全
作
品

と
、
油
彩
画
の
代
表
作
を
展
示

し
、
片
木
太
郎
さ
ん
の
作
品
の

魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
展
覧
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

１
９
２
６
年
（
大
正
15
年
）

高
知
市
生
ま
れ
の
片
木
さ
ん

は
、
　
年
高
知
大
学
教
育
学
部

在
学
中
、
第
５
回
高
知
県
展
洋

画
部
門
に
初
入
選
し
、
そ
の
後

第
16
回
高
知
県
展
で
３
度
目
の

特
選
を
受
賞
し
、
無
鑑
査
と
な

り
ま
す
。
　
年
に
は
県
展
審
査

員
を
務
め
、
県
展
出
品
と
と
も

に
個
展
も
精
力
的
に
開
催
し
、

　
年
に
は
高
知
県
展
功
労
者
表

彰
を
受
け
ま
す
。
残
念
な
が
ら

　
年
４
月
に
逝
去
さ
れ
ま
す

が
、
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
油

彩
画
や
版
画
作
品
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
今
回
は
妻
の
英
子

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
残
さ

れ
た
作
品
の
中
か
ら
代
表
作
を

第
３
回
新
春
書
初
め
大
会

第
３
回
新
春
書
初
め
大
会

第
３
回
新
春
書
初
め
大
会

特
選
受
賞
者

「片木太郎の世界  ー木版・油彩画の魅力を探るー」　２月１４日（土）～３月２２日（日）

街
の
階
段

旧
旭
水
道
局
裏

　

１
月
５
日
、
香
美
市
第
３
回

新
春
書
き
初
め
大
会
（
市
立
中

央
公
民
館
主
催
）
が
市
立
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

早
朝
よ
り
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
１
０
０
人
が
参
加
し
た
会
場

は
熱
気
が
あ
ふ
れ
、
参
加
者
は

条
幅
紙
に
力
強
く
筆
を
走
ら
せ

て
「
う
し
」
「
日
本
の
空
」

「
日
新
月
盛
」
な
ど
の
課
題
を

書
き
上
げ
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
特
選
20
点
、
優
秀
46
点
、

入
選
34
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

た
け
村
な
つ
み
（
舟
入
小
１
年
）

百
田
ひ
と
み
（
野
市
東
小
２
年
）

吉
本　

貴
哉
（
高
知
小
３
年
）

大
久
保
智
司
（
長
岡
小
３
年
）

中
村　

祐
輔
（
楠
目
小
４
年
）

門　
　

芽
以
（
佐
岡
小
４
年
）

百
田　

弥
生
（
野
市
東
小
４
年
）

井
上
み
な
み
（
舟
入
小
４
年
）

大
久
保
英
香
（
長
岡
小
５
年
）

今
西　

史
夏
（
野
市
東
小
５
年
）

野
口　

知
沙
（
山
田
小
５
年
）

渡
邉　

真
也
（
佐
岡
小
６
年
）

福
富　

茉
由
（
山
田
小
６
年
）

坂
本　

麻
由
（
繁
藤
中
１
年
）

吉
本　

公
美
（
土
佐
中
１
年
）

渡
邉　

真
子
（
鏡
野
中
２
年
）

大
場　

貴
世
（
一
般
）

大
場　

真
美
（
一
般
）

横
田　

晋
三
（
一
般
）

小
松
希
代
子
（
一
般
）

（
敬
称
略
）

（
中
央
公
民
館
）

’51

’69

’96’99

選
び
、
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

写
真
の
油
彩
画
『
街
の
階

段
』
は
、
黄
色
と
青
色
の
対
比

が
美
し
い
片
木
さ
ん
の
代
表
作

で
す
。
高
知
市
を
流
れ
る
鏡
川

の
堤
に
登
る
八
の
字
形
の
階

段
、
川
は
見
え
て
い
な
い
の
で

す
が
、
川
向
か
い
の
高
見
の
山

が
家
と
家
と
の
間
に
見
え
て
い

ま
す
。
階
段
の
上
に
い
る
作
者

自
身
と
思
わ
れ
る
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
人
物
像
が
、
こ
の
風
景
画

を
よ
り
味
わ
い
深
い
詩
情
豊
か

な
作
品
に
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
木
版
画
『
旧
旭

水
道
局
裏
』
は
、
片
木
さ
ん
が

油
彩
画
で
も
描
い
て
い
る
、
お

気
に
入
り
の
場
所
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
高
知
市
内
の
あ
ち
こ
ち

を
自
転
車
で
回
り
、
気
に
入
っ

た
場
所
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
見
て
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
の
中

か
ら
素
敵
な
木
版
画
の
作
品
が

生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
「
片
木
太
郎

の
世
界
」
を
た
っ
ぷ
り
と
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（

館
長
・
北　

泰
子
）
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